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（技術名）DNAマーカーによるフクギの雌雄判別技術 

（要約）フクギの性型と連鎖する雄特異的DNAマーカーの遺伝子型を調べることで、実生

フクギの雌雄を判別できる。 
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［背景・ねらい］ 
フクギは雌雄異株の樹木で、防潮、防風、防火等の機能に優れている。そのため沖縄県内で

は、古くから屋敷や集落を守る抱護林として広く植栽されている。雌株に実る果実は成熟後落

果し、腐敗すると独特な臭いを生じるだけでなく、ハエなどが誘引され衛生的な面で問題とな

っている。そのため、街路樹や家屋周辺に新たに植栽を行う場合には、果実が実らない雄株の

要望が高い。雌雄の判別には花の性型を確認する必要があるが、開花までに 10 年以上要するこ

とから、雄株を苗木段階で選択することができない。そこで、幼苗期に性識別が可能な DNA マ

ーカーを用いた雌雄判別技術を開発する。 
 

［成果の内容・特徴］ 
１． 名護市饒平名地区および糸満市山城地区（平和創造の森公園）で採取した雄株と雌株それ

ぞれ 40 個体の新葉から抽出した DNA を材料に、RAD-seq（Restriction-Site-Associated DNA 
sequencing）法を用いて解析すると、雄株に特異的な DNA 配列（RAD タグ配列、PMG1）
が得られる（表１）。 

２． PMG1 の周辺領域にプライマーを設計し、PCR 後、アガロースゲル電気泳動を行うと、雄株に

おいて約 670 bp 付近に明瞭なバンド（雄特異的DNA マーカー）が増幅される（図）。 
３． 樹齢と由来が異なる４地点のフクギ集団を材料に、雄特異的 DNA マーカーを用いて雄株お

よび雌株の判定を行うと、雄株、雌株ともに全個体で性型と遺伝子型が一致する（表２）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．本技術を活用することで、幼苗期に雄株および雌株を選抜できる。 
２．一人で約 100 個体のフクギ苗の雌雄を判別する場合、約１～２週間で判別が可能である。 
３．雄株の一部の枝で、雄花が両性花に性変化する個体（混成株）が低頻度で存在する。その

個体は雄株と判定されるが、結実数は極めて少ないため実用的には問題ない（表２）。 
４．本技術は、森林資源研究センターにおいてフクギの育林および森林整備に活用する。 
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［具体的データ］ 

 

 

図．アガロースゲル電気泳動による雄株特異的 DNA マーカーの検出。M は 1 kb Plus DNA 
Ladder（New England Biolabs 社）、N はネガティブコントロール（H2O）、右端の矢印は雄

特異的 DNA マーカーを示す。 
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表１．DNAマーカー化に成功した雄特異的なRADタグ

雄株バルク 雌株バルク

PMG1 GAATTATCACAAGCCTTCCAGACACAACTGTGAAAAAGTGTTCTCTGCAACTCAGGTATGTATTCACCTGGTGATCCTTTCGGAACAAGCCTTGCTTATG 28 0

RADタグ名 RADタグ配列（100bp）
タグ数

表２．雄特異的DNAマーカーを用いた性識別の結果

有 無

雄株 16 16 0 100

雌株 16 0 16 100

雄株 24 24 0 100

雌株 24 0 24 100

雄株 20 20 0 100

雌株 20 0 20 100

混性株
１） 1 1 0 －

雄株 40 40 0 100

雌株 35 0 35 100

雄株 100 100 0 100

雌株 95 0 95 100

混性株
１） 1 1 0 －

１）
ほとんど雄花であるが一部の枝で両性花が生じ結実が見られる個体。

性型
供試
個体数

目的とするバンドの有無 正答率
(%)

饒平名（名護市）
樹齢約70年以上

平和創造之森公園（糸満市）
樹齢約30年

農業研究センター（糸満市）
樹齢約20年

森林資源研究センター（名護市）
樹齢約20年

合計

採取場所および樹齢


